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緒   言 
 近年，アサリ，シジミ類をはじめとする貝類の輸入量は

増加している．中でも中国産貝類の輸入量の増加が著しい．

平成9年の農林水産省による統計調査では世界の貝類生産

量の約6割が中国で生産されており1)，我が国への輸入量も

今後ますます増加することが予測されている． 
 2002年4月中国産ウチムラサキ(Saxidomus Purpuratus)

から麻痺性貝毒（paralytlc shellfish poison：以下PSP

と略す）を検出したとの報告があり，中国産二枚貝を対象

とした緊急監視が実施された．PSPは主に有毒プランクトン

の渦鞭毛藻類Alexandrium SPP．2)が産生する神経毒で，こ

れらのプランクトンを摂取した二枚貝中に蓄積され貝が毒

化する．ヒトが毒化した貝を摂取した際の中毒症状はフグ

中毒に酷似しており，全身の麻痺を主徴とした症状を呈す

る．かつては北米を中心に多くの中毒患者が発生し，我が

国でもいくつもの中毒事例があり3)，漁業への経済的被害

も大きかった．現在では全国的に監視・検査体制が敷かれ

国内産の貝類に起因する中毒の発生はほとんどない．しか

し，輸入量が増加している外国産貝類については十分な監

視が行き届かないのが現状であり，これらの貝類による中

毒発生が危惧されている． 
 ウチムラサキは日本でも北海道南西部以南の浅海に広く

生息する二枚貝で4)，この名称は成長すると貝殻の内面が

濃紫色となることに由来し(図1)，国内では「おおあさり」

という名で流通している．今回の緊急監視では中国産ウチ

ムラサキに加えて，アサリ，シジミ，ハマグリ等，中国産

の二枚貝計126試料について検査を行った． 

実 験 方 法 
１．試料 
 東京都内の魚介類を取扱う問屋，魚介類加工業，食品パ

ックセンター，大量調理施設，食品輸入業者，食品の冷蔵・

冷凍倉庫から東京都食品指導センターが収去した中国産二

枚貝126試料について検査を実施した．検査試料の内訳を表

１に示した． 
２．実験動物 
 マウスは日本チャールス・リバー（株）からCrj:CD-1(ICR)

の4週齢の雄を購入し，体重が19～20gで一般状態の良好な

ものを検査に供した． 
３．試験溶液の調製法 
 試料の調製方法は衛生試験法5)に従った．すなわち，む

き身の試料はそのまま，殻付きの試料は開殻してむき身と

しクッキングカッターを用いて十分に細切した．細切した

試料50gをビーカーに採取し，これに50mLの0．1mo1/Lの塩

酸を加えてよく撹拝したのちpHを調べ，pH4.0以下になるよ

うに調整した．これを5分間静かに加温沸騰させた後，室温

まで放冷した．放冷後，ふたたびpH2.0～4.0に調整し，ミ

リQ 水を加えて100mLにメスアップした．これを 3,000rpm，

10分間遠心分離して得られた上清を試験溶液とした． 
４．マウス試験 
 マウス試験は衛生試験法5)に準じて実施した．はじめに3

匹のマウスを用いて試験溶液1mLを腹腔内注射し，注射が終

了した時点からマウスが典型的なPSPによる症状を呈し，死

亡するまでの致死時間を秒単位で測定した．生き残ったマ

ウスを含めて致死時間の短いほうから順に並べ，中央に位
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置するマウスの致死時間を中央致死時間とした．得られた

中央致死時間が5分以上の場合は，さらにマウスの総数が5

匹になるようにマウスを追加して試験溶液1mLを腹腔内注

射し，それぞれの致死時間を測定した後，中央致死時間を

求めた． 
５．毒力の計算方法 
 マウス試験において得られた試験鮮の中央致死時間から

マウス単位換算表（Sommerの表）を用いて試験溶液1mL中の

マウス単位（mousu unit：MU）を求めた．なお，試験群に

用いたマウスの中に19g未満または21gを超えるマウスが含

まれていた場合は，単位補正表によってそれぞれのマウス

の体重からそのMUを補正した．補正後のMUから中央値を求

め,試験溶液1mL中のMUとして次式により試料1g当たりのMU

を求めた． 
 
試料1g当たりのマウス単位（MU/g）＝ 

試験溶液1mL当たりの毒量（MU/mL） 

試験溶液1mLに相当する試料のg数 
 

結果及び考察 
１．マウス試験 
 PSPの検出状況を表２に示した．126試料中26試料からPSP

が検出された．そのうち規制値6)の4MU/gを超えた2試料は，

食品衛生法第4条違反品として，輸入業者に対して回収の指

示，出庫停止及び販売禁止の措置がとられた．今回の緊急

監視ではウチムラサキ以外にもアサリ，シジミ，アカガイ

等，様々な中国産二枚貝について検査を行ったが，ウチム

ラサキ以外からPSPは検出されなかった．また，ウチムラサ

キの中でも威海産と判明している23試料からはすべて検出

されたのに対して大連産の3試料からは検出されなかった．

図２に中国渤海付近の概略を示した．威海は山東半島，大

連は遼東半島にあり，直線距離で150km以上離れている．こ

のことから，たとえ同時期に採取したウチムラサキであっ

ても，生息地によっては毒化することはないものと考えら

れた.また，今回PSPを検出した威海産ウチムラサキはその

重量によって3サイズに分類されているが，貝のサイズと検

出値の間には相関は認められなかった．なお，PSPに加えて

下痢性貝毒（diarrhetic shellfish poison：以下DSPと略

す）の検査も衛生試験法7)に従い実施したが，DSPは検出さ

れなかった． 

 

 

種 類 試 料 数 生 産 地

ウ チ ム ラ サ キ 6 9 威 海 ： 2 3 ， 大 連 ： 3 ， 不 明 ： 4 3
ア サ リ 1 9 青 島 ： 3 ， 不 明 ： 1 6
シ ジ ミ 1 5 不 明
ハ マ グ リ 8 〃
ア カ ガ イ 3 〃
ア ケ ガ イ 3 〃
ホ タ テ ガ イ 1 〃
タ イ ラ ガ イ 1 〃
そ の 他 む き 身 7 〃

計 1 2 6

図1．中国産ウチムラサキ（Saxidomus purpuratus） 

表1．検査試料 
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図2．試料の採取地点 

 
２．毒性成分 
 現在，PSPはサキシトキシン(saxitoxin：以下STXと略

す)8)とその同族体による複数の毒性成分から成ることが

わかっている（図3）．これらは，グアニジウム基を分子内

に2個持つ骨格を有し，硫酸基・スルホン基の無いグループ，

1個有するグループ，2個有するグループに三区分すること

ができ，その種類によって毒性は大きく異なる9)．近年，

これらの毒性成分を産生する藻類についてもクローン培養

技術の確立に伴ってその生物学的特徴や毒生産機構などの

先駆的研究がなされており2)，日本の沿岸では，STXに硫酸

基が導入されたゴニオトキシン（gonyautoxin：以下GTXと

略す）1～4及び低毒性のC1，C2毒を産生する藻類が優勢で

あることが明らかとなっている10)．これらの成分は逆相系

カラムを用いたイオンペアー分離後，過ヨウ素酸により蛍

光誘導体化させて測定する蛍光HPLC法で分析が可能であ 

る11,12)．そこで今回陽性を示したウチムラサキについては，

さらに蛍光HPLC法による毒性成分組成の解明を行っている． 
３．貝毒検査の現状と今後の問題点 
 マウス試験法は哺乳類への広範な毒性を評価できるので，

貝に未知の毒性物質が含まれる場合にも市場流通を未然に

防ぐことが可能であり，実用的で有効な検査方法である．

また，マウス試験法はAOACによるバリデーションが終了 

し13)，その方法は多くの国で公定法化されている．しかし

一方で，動物愛護の倫理的問題やマウスヘの毒性とヒトヘ

の毒性が必ずしも一致しない点や，標準品としてのSTXは化

学兵器禁止法で使用が厳しく制限されているため，国内で

は入手が困難であるなど解決すべき問題点も多い．現在，

日本国内の養殖の二枚貝は海域ごとにマウス試験法により

定期的に毒化の状況が監視され，出荷の可否が決められて

いる14)．毒化の監視は，都道府県で行う行政検査と漁連指

導のもと生産漁協が行う自主検査があり，毒化した二枚貝

が流通することはない．一方で二枚貝の輸入量は年々増加

しているが，輸入品の毒化監視及び出荷規制処置は生産国

毎に行われている．中国においてもWTOへの加盟により国際

的に統一された試験方法による検査が行われ，中国輸出商

品検査局(CCIB)を中心とした監視体制が敷かれている．し

かしながら，その検査体制も端緒についたばかりであり，

まだ十分な監視体制が整っていないと思われる．このよう

な状況にあわせて，今後中国産二枚貝の輸入量はますます

増加するものと予測されることからも，国内品のみならず

輸入品においても検査体制を強化・維持していく必要があ

ると考える． 

 

 
 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 比毒性 

STX H H H CONH2 (MU/mg) 

neoSTX H H OH CONH2 5300 

GTX1 H OSO3- OH CONH2 3900 

GTX2 H OSO3- H CONH2 5000 

GTX3 OSO3- H H CONH2 4200 

GTX4 OSO3- H OH CONH2 5600 

GTX5 H H H CONHSO3- 1600 

GTX6 H H OH CONHSO3- 280 

PX1(C1) H OSO3- H CONHSO3- 200 

PX2(C2) OSO3- H H CONHSO3- 30～40 

PX3(C3) H OSO3- OH CONHSO3- 300～400

PX4(C4) OSO3- H OH CONHSO3-  － 

dc.STX*) H H H H 4200 
*)dc.STX: decarbamoyl-STX 

図3．麻痺性貝毒各成分の構造と比毒性 

種 類 試 料 数 陽 性 数 （ 毒 力 ） 違 反 数 （ 毒 力 ）１ ）

ウ チ ム ラ サ キ 6 9 2 6 （ 2 . 0 ～ 4 . 4 M U / g ） 2 （ 4 . 1 , 4 . 4 M U / g ）２ ）

ア サ リ 1 9 0 －
シ ジ ミ 1 5 0 －
ハ マ グ リ 8 0 －
ア カ ガ イ 3 0 －
ア ケ ガ イ 3 0 －
ホ タ テ ガ イ 1 0 －
タ イ ラ ガ イ 1 0 －
そ の 他 む き 身 7 0 －

計 1 2 6 2 6 2

1 ) 検 査 値 が 試 料 1 g あ た り 4 . 0 M U （ マ ウ ス 単 位 ） を 超 え た も の
2 ) 陽 性 試 料 の 生 産 地 は 威 海 ： 2 3 ， 不 明 ： 3

表2．検査結果 
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ま と め 
2002年4月，中国産二枚貝を対象としてPSPの緊急監視が行

われた．マウス試験の結果，126試料中26試料からPSPが検

出され，うち2試料は規制値の4MUを超える値であった．PSP

が検出された試料はほとんどが同時期に輸入された威海産

のウチムラサキで，他の海域のウチムラサキ及びアサリ，

シジミなどの他種二枚貝からは検出されなかった． 
（本資料は，日本食品衛生学会第84回学術講演会2002年11

月で発表した） 
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